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１．はじめに	 
近年では音響機器やLED照明,照明器具などの普及と発
達により,今まで限られた場所で高価な照明や音響設備
によって行われていた空間演出が,家庭やプライベート
空間でも手軽に行われるようになってきている.また,機
器の種類も豊富になり,例えば一般家庭で使用されてい
るような天井に寄り付けるシーリング照明も,LED照光が
導入され再現可能な色のバリエーションが増え,設置さ
れている空間やその用途によって色と明るさを変化させ
て雰囲気作りを目的とした使用例が増加している.	 
しかし,設備が簡単に手に入れることが可能となり,そ
れに加え機器の使用方法が複雑ではないとはいえ,誰も
がそれを効果的に活用出来ているとは言えない.空間を
演出するとなると,照明単体という一つの要素だけでな
く他の要素も考える必要がある.照明による人間の視覚
に対する刺激の他に,空間に流れるBGMといった聴覚に対
する刺激など,人間の五感に影響を与える要素を総合的
に考慮する必要があるためだ.プライベート空間とはい
え空間を演出する要素は照明による光や色に限らず,音
であったり,家具等の物であったり,または香りなど,
様々な要素がある.それぞれの要素は元から空間に存在
する場合が多いので,それらの要素を全て制御し,思い通
りに調整する事は難しいにせよ,いくつかの要素を制御
する事により,空間を演出する側が望む演出をする事が
可能であると考えられる.	 
本論文では,空間演出に際して影響を与えると考えら
れる要素を全てコントロールする見方ではなく,影響を
考慮し有効に活用するという視点で研究を進め,容易に
効果的な空間演出を実現する事を目指している.人間の
五感に与える影響が大きい視覚と聴覚に刺激を与える照
明と音に着目し,その組み合わせによる演出効果の変化
を明らかにする事を目的としている.	 
２．先行研究	 
照明による空間演出に関する研究は数多く行われてお
り,これらは使う用途に分けて考えていく必要がある.例
えば何もない状態から建物を造る際の照明の利用方法に
関するもの[4]であったり,舞台演出に利用する照明の当
て方に関するものであったり,はたまた照明の色に関す
るものなど様々である.本研究はあくまで身近な場所で
演出が行われる事を想定し,利用する機械もシンプルで
操作も簡単なものを想定している.また,音に関しても演
出のためだけに作成されたものは利用せず,通常の音楽
として作成されたものや環境音と呼ばれる元から空間に
存在する音をサンプルとして使用し,研究を進めている.
音に関して演出と言うと効果音が挙げられる事が多いが,
今回は効果音のような短い一時的な変化を発生させるも
のは使用しない.音による人への影響に関しての先行研
究は,騒音などの人間に対してマイナスイメージを与え
る事に関する研究は多く見受けられる[4].建築分野のマ
スキングに関する事が挙げられる.照明と音楽の組み合
わせでいうと,それら二つの調和度を計る研究[1]や,音
楽に合わせた映像などグラフィックに関するもの[1]が
多い.照明と音の組み合わせの変化による,心理的変化に
焦点を当てている事例は少ないと言える.	 
３．アプローチ方法	 
本研究では空間については,商業施設のような大きな
空間を想定しておらず,一般家庭の一室のような空間で,
空間内にいる人数は３名から５名程度と想定している.
照明もスポットライトのような一点を照らすものではな
く,天井に取り付けるシーリングライトを使った演出を
想定している.音楽も歌謡曲のように作成されたもの以
外に環境音と呼ばれる元から空間に存在する音も使用し,
それぞれ照明と組み合わせる事で,与える印象がどのよ
うに異なってくるのか明らかにする事を目的とする.細
かい音による差ではなく,音楽の場合は例えばジャンル
による変化等大きなくくりでの差を,示す事を目的とし
ている.	 
SD法を用いて被験者の主観評価を得ると共に,客観的
な指標として,音源の周波数分析,照明の照度と色温度を
使用した.また,パラメータとして照明と音楽の他に音楽
の音量を２パターン用意し,音圧による差も一つの指標
として実験を行った.	 
４．評価実験	 
４.１	 アンケートの実施	 
照明と音楽の組み合わせ方によって人々の感じ方にどのよ
うな変化があるのか,アンケートによる調査を実施した.本研
究で使用する音楽は,演出のために一から作られたものでは
なく,一般的にも使用されるものを想定して選曲を行った.ジ
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ャズ・クラシック・ポップ調のものや,道路周辺の音,鶏のさ
えずり,レストラン内の音も使用した.照明も本研究の趣旨に
沿うように,演出用の特殊な色を使用せず,一般家庭で使用さ
れる色温度,明るさの範囲で実験を行った.	 
	 サンプルを評価する項目は表１の１２種類の印象語を使用
した.これは[5]において音楽を聞いた際に人が抱く感情とし
て調査された言葉を参考にしている.また,印象語の他に照明
と音楽が調和しているかどうかを測る”調和度”の項目も用
意した.	 	 
表１	 使用する印象語	 
	 
SD法のアンケートの項目に対して,それぞれの条件がどの
程度の尺度で被験者が影響を受けているか,全て７段階で評
価を実施してもらった.被験者は２２〜２９歳の男子学生で,
以下の写真のような部屋の中で実験をおこなった.	 
	 
図１	 実験空間	 
照明は天井に設置されているもので,音楽はスピーカーか
ら流す形式となっている.	 
	 照明に関しては,照明学会が発表している光色の分布
を参考にしている.(表２)色温度を５段階用意した,実験
を進めながら,色温度を変化させた.	 
表２	 光色の分布	 	 	 	 	 	 	 表３	 使用した照明の	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 色温度（理論値）	 
	 	 	 	 
	 各音楽の音量は２段階を用意し,通常の室内での人間
の会話の音（６０dB）前後の音量と,会話をかき消す程の
大きな音（９０dB）を使用した.全く同じ音源でも音量に
よる変化があるか見る為である.	 
	 アンケートは,最初に音量が小さい状態(６０dB)で照
明と音楽を変化させながら実験を進め,次に音量を上げ
た状態(９０dB)で,照明と音楽の組み合わせは流す順番
を変化させて実験を進めた.	 
４．２	 音源の分析	 
	 印象評価に利用した音楽の物理的な分析を行った.印象評
価は被験者の主観的な評価であるため,使用した音楽の客観
的な数値を得る為に実施し,それとは別にサンプル曲を客観
的に見る指標として,周波数の分析を行い,平均値と使用され
ている頻度が高い周波数域を測定した.実験で使用した音楽
の周波数を測定し数値化する事で,分析の際の一つの要素と
した.	 
４．３	 アンケート結果の分析及び曲の物理的分析結果
と照合	 
	 実施したアンケートに関して分析を行い,まとめていく.ア
ンケートの結果のみの解析を行うと印象による評価のみにと
どまってしまうので,曲の物理的な分析結果を含めて分析を
実施する.これらから使用した照明の差,音の差,また音量の
差を分析し,その共通点や異なる部分を探る.印象評価による
分類と合わせて曲を分類して行くことが念頭にあったため,
音楽だけや印象だけの一方に重点を置かずに解析を行った.	 
５.	 実験結果と分析	 
	 アンケートで得たSD法の結果を分析する前に,調和度
に関して音楽のジャンル別に,照明の色温度が変化する
とどのように変化するのか集計を行った.始めに音楽の
ジャンル毎に調和度の平均値を求めたところ,以下のよ
うな結果になった.	 
表４	 音楽のジャンル毎の調和度平均値	 
（**：危険率１％で有意）	 
	 
	 この結果から見る限りは一部平均値が高いジャンルが
あるものの音楽のジャンルによって調和度に差が生じて
いる事は言えない.この結果に対して,照明の色温度の変
化を軸に加えて,再度値を求めた結果が図２である.	 
	 音楽のジャンル毎に平均を取るだけでは大きな差が見
受けられなかったが,照明の色温度を軸に加える事で音
楽のジャンル毎で差があることが読み取れる.色温度の
上昇で調和度が下がるジャンルと,上がるジャンルの２
通りに分かれた.また,この他に系列を音量別にすると,
音量が低いグループは,調和度がどの色温度の状態でも
低くい数値となり,音量が大きい程調和度も高い数値に
なると言えた.	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図２	 音楽別の調和度の変化	 
	 
図３	 音量別の調和度の変化	 
	 次にアンケートで得られた評価得点を主成分分析する
事でどのような共通因子があるのか探った.本実験では
固有値が１以上の主成分を採用したため,第三主成分ま
でを解析の際に使用することとした.第一主成分に関し
ては[その場にいたくなる],[落ち着く],[気が和む]とい
ったリラックスを表す因子が主成分を構成する要素の上
位として選出され,本研究ではリラックス因子と名付け
た.第二主成分に関しては[うれしくなる],[目が覚め
る],[楽しくなる]といった気分が高揚する意味の因子が
選出され,興奮因子と名付けた.第三主成分は[気にな
る],[気が抜ける],[うれしくなる]といった抽象的であ
るが個人の趣向の度合いを表している因子が集まったた
め,評価因子と名付けた.	 
	 本実験では解析のため,主成分分析で得られたそれぞ
れの成分得点を利用して,第一主成分,第二主成分,第三
主成分に対して,どういった評定がなされていたのか検
討する.成分得点とは,各サンプルに対して行った印象語
の評定値を各成分上の得点に集約したものである.成分
得点の違いや変化によってどのように被験者に対して印
象が変化していったのか,検討を行う.	 
表５	 主成分分析結果	 
	 
	 主成分分析で得られた成分得点は,調和度のグループ
化のパターンと同様に,音楽のジャンル別,照明の色温度
別,音楽の音量別の３グループに分けを行った.それぞれ
グループに対して[リラックス成分]と[興奮成分]を軸に
した場合と,[リラックス成分]と[評価成分]を軸にした
場合での２種類の散布図を作成した.	 
	 
図４	 リラックス成分と興奮成分を軸にとった照明の色
温度別の散布図(青:2808K,赤:3928K,黄緑:5248K)	 
	 照明の色温度別で散布図を作成する際は,変化を強調
する為に２５２４Ｋと４４４０Ｋの図は省略した.この
結果,照明の色温度が低いうちは[リラックス成分]と[興
奮成分]の反比例関係は強く,[リラックス成分]が高いと
[興奮成分]は低いことが分かる.しかし,色温度が上昇す
るにつれて反比例関係は弱くなり一定の色温度を超える
と照明が被験者に与える影響がまちまちで,散けている
と考えられる.[リラックス成分]と[評価成分]の関係
は,[リラックス成分]の得点がゼロ付近にある場合,[評
価成分]の得点も低く[リラックス成分]の得点がプラス
マイナスどちらかに伸びるに連れて[評価成分]の得点も
出現し,散布図全体はリボン状になっていた.	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図５	 リラックス成分と評価成分を軸にとった照明の色
温度別の散布図(青:2808K,赤:3928K,黄緑:5248K)	 
６.	 考察	 
	 本実験の結論からすると,照明の色温度が低いうちは
音楽と照明が上手く同調し,被験者に対して一定の心理
的変化を与えている事が言えた.反対に照明の色温度が
上昇すると均一な変化は生じにくく,被験者個々の受け
取り方によって印象が変化しているものであった.調和
度の結果だけを見て考えた場合でも,ジャズやクラシッ
クといったメロディ性が高く曲によるイメージや印象を
受けやすいと想定される音楽と,照明の色温度との関係
も,色温度が上昇する事で関係性が弱くなっていた.この
ことから,色温度の高い空間内では印象の強い音楽を色
温度が低い空間内と同様に流した場合では,空間内にい
る人に対して影響を及ぼしにくいと考えられる.	 
	 本実験の前に,空間に元から存在している環境音とBGM
との関係性を検討した実験を行っていたが,そこではメ
ロディ性が高いBGMほど,心理的効果が期待出来るという
結論が導かれていたため,本実験で得られた結果と合わ
せて考えると,照明の色温度が低い状態のとき,BGMとし
て音楽を流す事が効果的であると考えられる.	 
	 実験の際に,本研究では照明と音楽に関して複数のパ
ターンを用意したが,音量に関しては２パターンしか実
験を行っていないので,その部分について今後は検討の
余地が挙げられる.実験結果の解析の際に,どのような基
準でグループ分けした場合でも,音量による差が一番明
確であったためだ.今回は人の話し声程度の音量と,普段
の日常会話での話し声で会話をするには支障をきたす音
量とで分けたが,音量が小さい場合等,更に数種類増やし
た上で今回のような結果が得られるのか検討する必要が
ある.	 
７．まとめ	 
	 本研究では事前の研究で行った音楽と環境音に関する
検討を踏まえた上で,照明と音楽との組み合わせの差に
注目して実験を進めた.被験者数がまだ少ないながら,照
明と音楽それぞれについて以下のことが言えた.照明に
関しては,光の強さや色温度が低い言わば昼間の太陽光
による自然光から離れた条件が被験者に対して心理的影
響を与えやすいこと.音楽に関しては,音楽の種類による
差を期待するよりも,音の流し方を変化させて流す事で,
被験者に対して影響を大きくすることである.音楽と照
明の組み合わせによる被験者に対する心理的変化よりも,
音楽単体あるいは照明単体の変化のほうが被験者に対し
て心理的影響を与えた要因としては重要であるという結
論である.ただし,本実験で利用した照明の色温度の幅は
十分でなく,得に白色に近い色は十分に再現出来ていな
かったところがあるので,家庭内等で気軽に空間演出出
来る事を想定しているとはいえ,そういった部分を考慮
する必要がある.今後は音楽に関してはジャンルの変化
や曲調の変化というよりも,音量の変化や音の速さ,音質
に重点を置く事.照明に関しては色温度の種類よりも明
るさなどに注目して実験を行い,演出をより効果的に行
う方法を探る必要があると考えられる.	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